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　昨年末に新型コロナの３回目のワクチンを
打った。海外ではすでに4回目の接種を始めて
いる国もある。経済活動という観点からは、
そろそろ収束を見据えたポストコロナへの動き
が必要であろう。
　グローバル経済では日本の現状を日本化

（ジャパニフィケーション）と呼んでいる。少子
高齢化、人口減少により内需が低下し、低イ
ンフレ状態が続き、賃金の上昇も見られない
状況を指す。かつての栄光は見る影もなく、
GDP（国内総生産）ではアメリカに続いて2位
だったのが、中国に抜かれ、早晩インドにも抜
かれそうである。
　老健施設経営にとってもグローバル経済は

無関係ではない。原材料を輸入に頼る日本で
は、円安による物価高が経営を圧迫し始めて
いる。さらに人手不足のなか、外国人の労働
力に頼らなければいけない施設が増える。円
の力が低下し、ドル建てで母国に送金する外
国人にとって実質賃金が減少することになる。
日本という国の魅力が、知らず知らずのうちに
低下してきている。日本は果たして選ばれる国
であり続けることができるだろうか。
　これまでの「政策」「制度」に頼っていれば
どうにかなっていた時代は、コロナ収束とは関
係なくすでに終わろうとしている。さあ、みん
なで本格的なイノベーションを起こそう。
 全老健広報情報委員　光山　誠
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老健施設の施設改修
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